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表紙絵清原嘉彦 

 

ジャカルタの街の中心部に「イスタナ」と呼ぶ、大統領の迎賓館があります。

お客さんが無い時は、当然ひっそりとして、警備の兵隊さんが若干いるだけです

が、ＶＩＰのレセプションがある時は、この辺りは立ち入り禁止です。白亜の低

い建物と、インドネシアの国章が印象的です。 
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はじめに 

 

本インドネシア専科「政治編」は「インドネシア専科」シリーズ第 5巻になる。これまで刊行した 4巻と比べる

と今回の政治編の改定作業にはかなり手間取った。 

そもそも元のホームページの記述は 90 年代の後半の政治情勢をもとにしたものである。その後の政治情

勢の変化ははげしく、できるだけ近時点の政治情勢を補足するべく努めた。D-4 章など全面的に書き換えが

必要かもしれないと思ったが、現在の著者にはそれを行う情報源も気力もない。 

今回、冊子として区切りをつけるためには既にある原稿の枠組みは生かしたまま、最近の政治情勢を織り

込み最小限の手直しをしたものである。現在の政治界を知る目的からすれば隔靴掻痒の感は避けがたい。 

しかしながら本冊子の存在意義を強弁するならば、古い原稿であっても今日のインドネシアの政治は国の

成立⇒スカルノ⇒スハルトの歴史の延長にあるという確信である。 

10 年前の原稿を書いた当時を思い出すと、その頃はインドネシアの政治の爆発時期であった。インドネシア

発の記事が新聞の第 1面をにぎわし、磐石と思われたスハルト政権の崩壊を目の当たりにした。 

インドネシアの政治はその後、大きく変革した。イスラムの存在が大きくなった。スハルトは失墜しても軍事

体制が崩壊したわけではない。インドネシアの政治がどのような方向に向かうのか予断を許さない。 

2007年 11月 

著者しるす 
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編者前書き 

2018 年に亡くなった大槻重之さんから、この「インドネシア専科」をもう一度インターネットに挙げてほしいと

生前依頼されたのでここに編集して掲載するものである。 

編集にあたって、巻末の注を脚注に異動し、必要に応じて「編者註」も追加したものである。 

図と写真は編者が作成・撮影して本文に追加したものである。 

 

2019年 6月 

 

編者 田口重久 <omdoyok@infoseek.jp> 
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